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　地域の社会的文脈1〕を辿る
一浜松地域の「埋め込み」プロセスの解明一

水野　由香里

1．はじめに

　日本では大田区や東大阪市，アメリカではシリコンバレーやボストン郊外の

ルート128，イタリアではエミリア・ロマーニャ地方のボローニャなど，ある

特定の地域で観察される経済・産業活動の特性や特殊なメカニズムの解明を試

みた研究は数多い。本論文も，ある特定の地域一浜松一を分析の対象にして，

同地域に見られる経済・産業活動の原点を明らかにしようと試みている。浜松

地域は，ホンダやスズキ，ヤマハなど，世界的に有名な企業が数多く拠点を構

え，輸送用機器を中心とした産業活動が活発な地として着目されている。また

近年では，光電子増倍管を製造する浜松ホトニクスに代表されるよう．な，光産

業の先駆的地域としても注目される地域でもある。このような特徴を持っ同地

域の背後にはいかなるメカニズムや社会的文脈（・oω・Ont・Xt）が隠されてい

るのだろうか。本論文は，この点を明らかにすることを目的としている。

　本論文の構成は次のようであ孔まず，既存研究を通じて，本研究の立場と

分析の視点を明らかにする。次に，浜松地域がこれまで，調査対象としてどの

ように研究され，解釈されてきたのかを取り上げ，論点の整理を行う。それに

よって浜松地域の人々や特性が地域に埋め込まれたプロセスを説明できるのか

を検討し，その突破口を見つける。最後に，事例分析によって，いかにして社

会的文脈として埋め込まれてきたのか，細かな事例の記述によって明らかにし

ていく。

2．本研究の立場

経済的行為を「自己利益の確保，利益最大化の追求に合致しているために関
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係取引を行う」と解釈する新制度学派（例えば，Co…，1937；W㎜伽・・n，1985；

No正th，1990；L砿。㎞。k，1991など）に対して，その行為を，社会的関係，社会

資本，地域文化，地域風土・歴史などといった社会的文脈を重視する社会学的

視点の必要性を指摘した研究は少なくない（例えば，G。。nov．tt。。，1985．1992；

L疵・…n，1998；Pow・1．1990；U・zi，1996など）。また，同様の指摘は，ある技

術が定着するプロセスにおいても．，社会構成主義者らによって行われている

（例えば，Bijk．f舳d　Hu脾。，pin．h．d。。［ユ987］やBijk．f［ユ995］）。本研究は，

この後者の視点を採っている。それは，社会学的視点から本研究で扱う地域の

特性を検討することが，地域を構成している幅広い要素を分析対象に含めるこ

とを意味しており，それによって地域の社会的文脈を解くことができると考え

られるためである。

3．分析の視点

　G伽nov・tt・・（！985）は，進行中の緊密な人間関係及びそこから創出された良

質な情報が，信頼を生み出し，不正行為を妨げる関係と構造を作り上げている

と主張し，「埋め込み（S・・i星1・mb・dd・dn・s・）」という概念を展開している。彼

の論理の本質は、経済的行為が，実は社会構造と深く関わっており，経済的行

為における関係間の信頼や情報こそが高い経済パフォーマンスを達成する源泉

であると指摘していることにある。また，U・・i（1996）も信頼が取引関係者問

の強い紐帯を作り出す一つの要素であるとして，その重要性を指摘する。この

他にも，経済的交換などの経済的行為を行う際に，信頼や相互に理解しあうこ

と，協調関係といった取引主体問の社会的関係が重要な要素になっていると主

張する研究は数多い（例えば，Pow．u［！990コやNoh．iHnd　E。。k。［1992］，

Bameyand．Hansen［1994コ，Kogut［2000］など）。

　しかし；彼らの論理では，一．社会的資源や信頼，情報があたかも既存資源であ

るかのような前提で展開されており，それらがいかにして埋め込まれていくの

か，また，経済的取引に重要であるという良質な情報はどのように生み出され

るのかといった深いメカニズムにまで踏み込んでいない｛割。この点で，彼らの

主張には漠然とした疑問が残る。本研究の主な目的は，その疑問を部分的に解

消することである。
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　この問題を解決する糸口になる一つ目の研究として，Sp。。f．nd　Bow．n

（1999）やDy。。。nd　Nob．ok。（2000）が挙げられる。彼らは，高いパフォーマ

ンスを実現するトヨタのメカニズムを，協力企業との関係を読み解き，関係構

築プロセスを追うことによって解明している。これらの研究は，企業間関係の

構築プロセスを理解する点では非常に有益であるものの，非常に強い権力を持

っトヨタによる垂直的な統治システムでもある。そのため，この文脈からは，

地域に埋め込まれている社会的構造のように圧倒的な権力を持たない特異な社

会的関係や，地域内における中小企業間での関係性を説明することは難しい。

信頼や情報の埋め込みプロセスの疑問を理解する糸口となるであろう二つ目の

研究として，L乱z…on．（1988）や砂川（1997），額田（2002）が挙げられる。

彼・彼女らは，産業集積における細かな分業の密接なっながり，柔軟な生産体

系を域内のプレーヤー間の関係の構図と日常的業務のあり方から説明し，高い

柔軟性，迅速かっ安価なアウトプット，単独企業では達成することのできない

稀少な価値の達成メカニズムを明らかにしてい乱これらの研究は，それぞれ

の地域で観察される特有かつ稀有なメカニズムをフィールドワークの手法を用

いて，克明に調べ上げている。したがって，浜松地域においても，緻密な調査

によって同地域特有の埋め込まれたメカニズムを描き出すことは可能なはずで

ある。本研究は，その点に着目し，この浜松特有のメカニズムとその構築プロ

セスを理解しようと試みてい乱

　そこで以下では，浜松地域の分析の視角に，浜松市に拠点を置く静岡大学工

学部（以下，静大工学部）とその卒業生を中心としたネットワーク制を据え，

大学と地域企業との関係を探ることによって，浜松の埋め込みのメカニズムと

その構築プロセスを解明しようと試みている。事例一として取り上げる地域で観

察されるひとっ一つの事実は，一見，逸話的な話の塊に過ぎないと判断される

かもしれない。しかし，これらの事実関係を丹念に洗い出すことによってこそ，

浮き彫りになる地域社会の関係構造や地域経済の特性がある。この点は，地域

のあり方を考える上で重要な視点になる。それは，地域にいかに有用な既存資

源，潜在的発展性を持っ未発達資源が蓄積されていようとも，それらをつなぐ

主体間の関係が整っていなければ，また，それらの関係を支える活動基盤が形

成されていなければ，地域に存在する資源が十全に活用されることなく，埋没

してしまうためである。結論を先取りすると，浜松地域は，静大工学部卒業生
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ネットワークが存在することによって，それぞれの資源を上手く利用し，活用

させて地域を発展させてきたユニークな地域の一例なのであ乱

4．浜松地域産業の発展に関する既存研究

　浜松地域は，ホンダやスズキ，ヤマハなど，世界的に有名な企業が数多く拠

点去構え，経済規模が大きく，特に輸送用機器を中心とした産業活動が活発な

地として着目され，また近年では，光電子増倍管を製造する浜松ホトニクスに

代表されるような，光産業の先駆的地域としても注目されている。さらに，同

地域は，高度技術集積地域開発促進法（いわゆる「テクノポリス法」）をはじ

め，多くの法的支援・認定を受けた機関や計画を導入していることでも知られ

ているω。

　浜松地域に関する既存研究では，同地域の特徴として，世界的に有名な大企

業・中堅企業が育っている，内発型テクノポリス帽〕の達成を可能にする程の研

究開発型企業が多く存在する，製造業を中心とした産業活動が活発であること

などを挙げている・このような特性をもつ地域状況の説明は，大まかに三つに

分類される。

　まず，地域特性や歴史的背景に視点を置いたも一のである。それらの中には例

えば，浜松地域の気候は，北西の強い季節風「遠州の空風」が吹くために帖〕，

（「のほほん」とした静岡市とは異なり）「コートの襟を立てて小忙しくせかせ

か歩く」傾向があり，これがrのんびり構えているよりも即，実践に移そう」

という気質があると強調する。他にも，廃藩置県で浜松県が置かれ，一度は地

域の自治権を得るものの，後に浜松県が静岡県に統合されたという歴史から，

「県都を静岡にうばわれ，政治都市としての復活に希望を絶たれた浜松は，そ

の独立進取の精神と豊かな経済力を生かし，東海の商工都市としての発展と活

躍に，その生来を託すことに」（浜松市役所編，1980：20）なって，独立色の

強い地域となったと分析している研究もある。また，東海道の宿場田丁であった

ために，行き交う新しい情報に関心を持ち，受け入れ，創意工夫する能力を発

揮する場を持っていた（井形，2001）とする見解もあ乱これらは，しばしば

「やらまいか精神」（「失敗を恐れず，とにかくやってみよう」という意味）と

いう浜松地域の企業家精神として知られる遠州人の気質を生成することになっ
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たとされる。さらに，城下町であった江戸時代には「幕府の役職に就退任する

ところの封建官僚の性格」（浜松市市役所編，1968：106）が強く，城主が業績

を残す手段として職人保護，商工業者への特権，租税の代替手段を講じるなど

を行い，これらが地域に職人技術を根付かせる一つの要因となったと解釈して

いる（浜松市市役所編，1968）。

　次に，歴史的経路依存性に視点をおいたものである。浜松地域の産業は，地

場産業として発展した織物に始まり，それに用いた織機が機械技術の振興を促

し（豊E日自動織機，鈴木氏織機製作所など），その技術がのちに，工作機械や

自動車，オートバイの発展に結びついた。その他には，戦時期に自治体の強い

誘致活動の結果，立地した軍需施設での高度な技術（当時）を戦後も民需へ転

用し，その下請として機能していた工場mも，同じような転換によって戦後の

事業展開を行ったことが挙げられる。歴史的経路依存性の詳細を示すと，時計・

医療用器機技術をもった山葉が，天剖11上流に位置していた木材の集散地を活

用して楽器を製作したことに始まって，戦時中は，木工技術を利用したプロペ

ラの製造を行った。その後，金属製プロペラを製造することなどを経て，軍需

工場として接収された時期もある。これらの技術を部分的に活かし，戦後は，

オートバイの製造にも乗り出す捌。そして，楽器の主な技術が木工から電子

（例えば電子オルガン）へと転換することによって，楽器の性能の高度化だけ

でなく，楽器製造の幅も拡大したのである。また，官立浜松高等学校（現静大

工学部）は，全電子式テレビ開発研究に成功して，その後のオプトエレクトロ

技術の発展に寄与した。同大学は，オプトエレクトロ技術を手がける卒業生の

創業・技術支援を行うことによって，地域産業として光技術が定着して成長す

るきっかけを作った。以上のように，浜松地域で観察された歴史の様々な偶然

性が，連鎖的かっ複合的に作用して，現在の産業基盤を形作ってきたというの

が，歴史的経路依存性の側面からの地域に関する説明である。

　そして，地域産業の支援策を整備することによって地域産業に与えた直接的・

間接的影響である。例えば，テクノポリス政策等の国家産業政策を利用し，研

究開発型企業を集中させて研究拠点を創ることで，研究開発へのインヤンティ

ブを高めると共に，企業間・大学一企業問の連携の機会を意図的に増加させた

こと，また，重複した支援を避けるために，複数支援機関が集い，支援業務の

調整を行うr浜松地域産業支援ネットワーク会議」，豊橋・飯田を含めた広域



22 一橋研究　第29巻4号

連携を全面に打ち出した「三遠南信パイタライゼーション」な・とを構築したこ

と，さらに，文部科学省の知的クラスター事業，経済産業省の産業クラスター

事業，科学技術振興事業団が実施する地域結集型共同研究事業などの国の施策

を積極的に導入したことが挙げられる。その概要を示したものが，図1であ

る岨コ。同図から，浜松地域で取り組む地域支援事業の大まかな特徴を読み取る

ことができる。それは，未知なる可能性を秘めた光技術の追究，活用方法の探

索，光技術の事業化といった，同技術に関する一連のシーズと二一ズを結びっ

けようと試みていること，また，産学官連携の手段を活用することによって事

業成果を高めようとしている姿勢が見られることである。この視点で重要なこ

とは，光技術の発展が地域の事業言十画の中心的課題として据えられている点で

ある。つまり，この点から，光技術の発展や展開には静大工学部や浜松医科大

学，静岡県浜松工業技術センターといった技術発展の担い手となる主体との関

係を重視していることが明らかになるのである。

　　　　　　図1　浜松地域産業クラスター事業の概要

　　　　　　　　　　浜松地域クラスター專藁

r競捜櫛」萱嘩核書糞徽とした

亙」鞭たな洗書菱｛騎鎌嚢1j幾　　理．党事糞携テを；護一驚した藷華絞繍藁1j出　　ヨ盟娩書糞蔀子響菱葦餐溺した譲簿霧繋の書」繊

餓駒クラスター鰯威畿葵

、∵讐ユ籔捻午

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
資料1h・・pl〃㎜w・i・せ。駅．jp／・彗・・目ノ・1・・削・㎞・邊・／Pdf／O08一日一1．pdf
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　以上は，浜松の産業特性も含めた地域特性を，地域環境や歴史的背景，歴史

的経路依存性，施策の活用と支援システムの整備の面から説明しようとしてい

る。各々の説明は，それぞれ興味深い視点を提供している。第一の説明からは，

いずれの要素も，起業家精神や独立心の強い気概といった浜松地域の人々の認

知的側面をうかがい知ることができる。第二の説明からは，現在の地域産業を

形づくった技術の連続性ともいうべき技術間のっながりゃ，地域の産業技術が

転換してきた軌跡をうかがい知ることができる。また，この技術のつながりを

追うことによって，比較的早い時期から，つまり，官立浜松高等学校の頃から，

（テレビの開発を通じて）高等教育機関と地域企業との連携が行われていたと

いう情報が得られる。第三の説明からは，特に最近め浜松地域における産業支

援の傾向をうかがい知ることができる。三つの説明のうち，特に第二と索三の

説明から興味深い事実が導き出される。それは，浜松地域の産業に果たした光

技術の研究主体の存在一時に静大工学部や電子工学研究肝Lを無視できない

ことである。しかし，上述した題材だけを基に考察しただけでは，静大工学部

が浜松地域においていかなる役割を果たしてきたのか，一そ」して今現在，いかな

る役割を果たしているのかにまで踏み込んだ分析は難しい。そこで，次節では，

静大工学部と地元企業との係わり合いを中心に，静大工学部が地域にどれほど

根付いた関係を構築しているのかを，地域産業の支援システムに組み込まれた

静大工学部という側面から観察することによって検討する。

5．地域産業を支援する組織

1）静岡大学地域共同研究センター

　浜松地域の産学連携を推進することを目的としている施設の一つに，静岡大

学地域共同研究センターがある。（現静岡大学イノベーション共同研究センター）。

同組織は1991年に設立され，その後2003年10月にはm，同センターとは独立

して運営していた。インキュベーショ！施設や知的財産本部を組み込み，イノベー

ション共同研究センターと改名された。同センターは，静岡大学の民間企業と

の共同・委託研究の窓口としての役割を担っているが，浜松市内に拠点を置い

ていること．，また研究対象の性質上，工学部を中心とした共同・委託研究が多

いことなどから，実質的には静大工学部の影響が大きい。大学の限られた予算



24 一橋研究　第29巻4号

では，共同・委託研究のために新しい設備購入までをまかなうことには限界が

ある。そこで，同センターでは，運営費や機材購入費などをまかなうこと，ま

た，地元企業との定期的な情報交換や連携を促進させることなどを目的に，

1993年10月，同センターに研究協力会を発足させている。会員年会費は一口

5．万円，一口以上を納める法人である蜆。2001年現在，会員は95社を数える。

会員数は決して多いとは言えないが，会員には，ヤマハ発動機やスズキ，浜松

ホトニクス，本田技研工業，エンシュウなど岨地元大企業の名が連ねてい孔

また，会員には，地元金融機関も含まれており，協力会は，共同研究などによっ

て開発された技術を査定して当該企業に融資するシステムも内在する。

　このような特徴を持つ同センターは，企業にどの程度受け入れられているの

か。それを示す当事者問の見解をいくつか挙げる。協力会のメンバーで，精密

機械の設計から組立まで手がける榎本工業の榎本鉱夫社長は，大学側からの共

同研究の誘いも少なくなく，現場の感で進める技術者とは異なり，理論から研

究を進める視点の違いに学ぶところもあるという認識を示している。また，同

センター主任を兼任するK静大工学部助教授によると，企業にとって共同研

究センターの敷居はものすごく低いことを実感するという。電話で「今から行っ

ても良い？」ということや，突然来て「合いい？」という形での来訪が頻繁に

あるといい，これは，利用企業にとって大学の敷居が決して高いものではない

ことを表している。さらに，K氏は，研究協力会のメンバーで地元企業の幹部

になっている人々に呼びつけられ，なかなか進まない案件に関して「何をやっ

ているんだ！」と怒鳴りっけられることも少なくないという。岨。

　このような定性的データの背景には，地元企業と静大工学部との密な関係を

見て取ることができる。一つの論証として，研究協力会の会員名簿に照らし合

わせて，静大工学部卒業生の割合を灸り出してみると冊，（筆者が確認できる限

り㈹）取締役以上の役に就く卒業生が95社中36社，また，メンバー企業の協

力会担当者も含めると。㍗卒業生の占める割合が49社に増加する。メンバー企

業の過半数以上が静大工学部出身者で占められている。しかも，彼らのほとん

どが，参加企業のある一定以上の地位や役職にあり，企業の意思決定権を少な

からず有する人々が研究協力会に参加している。そして全てが国立大学共通一

次試験導入（1979年）以前に入学した卒業生である蝸。K氏はr協力会の行事

は，まるで同窓会のようだ」と実感しているように佃刮，静大工学部卒業生が同
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協力会の中心となっている傾向が確認される。

2）浜松地域クラスター事業

　浜松地域では，文部科学省の知的クラスター事業，経済産業省の産業クラス

ター事業，科学技術振興事業団が実施する地域結集型共同研究事業の承認を受

けているが，これら一連の地域での取り組みの総称を「浜松地域クラスター事

業」という一（図ユを参照のこと）。同事業は，光技術を中核技術と位置づけ，

新たな光技術の進展，既存の光技術を用いた新たな技術の創出，光技術を活用

した新事業の創出を目的としている。この一連の事業においても，静大工学部

だけでなく，静大工学部の卒業生らが随所で活躍している。

　その一つの事例として，浜松ホトニクスの事例が挙げられる。同社の書房輝

夫現社長は，静大工学部の卒業生（昭和22年率）である。同社はもともと，

官立浜松高等学校の頃から師事していた電子式テレビ開発を成功させた高柳健

次郎氏の教え子，堀内平八郎氏（昭和12年率）を中心に，卒業生らが創業し

た企業である。堀内氏は，高柳氏がNHKの研究所を兼任する際皿にも同行し

たことからも，高柳氏と緊密な師弟関係を築いていたことが確認される。その

後も，創業初期から静大工学部や電子研究所とのつながりが維持されていたこ

とが，定性的調査から得られている剛。このような特徴を持っ同社が，浜松地

域クラスター事業の中核企業であるといっても過言ではない状況が確認されて

いる。それは例えば，地域結集型共同研究事業の中核機関となっている財団法

人光科学技術研究振興財団が，浜松ホトニクスの書房社長を理事長としている

こと，そしてその基本財産が浜松ホトニクスによるものであることからうかが

い知ることができる。知名度や部品開発も含めた地元取引企業数の多さなどか

ら地域への影響力が大きい同社は，同社の成長経緯において，静大工学部卒業

生の組織である浜松工業会のネットワークを活用してきたという定性的データ

が複数得られている。そして，今度は，光技術分野の発展と地域への更なる波

及効果を含めて，浜松地域クラスター事業に取り組んでいると推測される。

　また，知的クラスター事業の事業主体となっている財団法人浜松地域テクノ

ポリス推進機構において，事業の総括にあたっているのは，浜松工業会会長を

歴任した柴田義文氏（昭和32年率）である。彼は，一後述する「静岡TLOやら

まいか」吻の発足に際しても，大学や浜松工業会との意見の摺り合わせや折衝
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を行った中心人物でもある。彼はまた，産業クラスター事業を推進する中核的

組織の一っr三遠南信パイタライゼーション」推進協議会の会長も務め，研究

会や支援事業の推進に当たっている。このように同氏は，浜松地域の実質的な

地域支援体制の整備を担っている中核人物の一人なのである。彼がこのような

役割を果たし得るのも，地元有名企業で取締役会長まで勤めた民間企業での経

験と，副会頭を務めた浜松工業会議所での経験を通じて，現場レベルでは何が

求められているのか，それをシステムに組み込むにはどのような支援体制にす

べきかを自身の経験，また，浜松工業会のメンバーをはじめとした地元企業の

意見を組み込んでいこうとする姿勢によるところが大きいと判断される。

　さらに，「静岡TLOやらまいか」は，静岡県下8つの大学や高等専門学校が

参加する閉承認TLO固で，実施機関は財団法人浜松科学技術研究振興である。

同財団は，静大工学部卒業生組織である浜松工業会が基本財産を捻出している

こともあり，理事をはじめとした主要な役職を静夫の教授や卒業生が占めてい

る，いわば静夫色が濃い組織でもある。その一方で，同財団の平成15年度活

動報告蝸によると，静人以外の学術機関による，医療・医薬，バイオ関連の特

許出願やライセンス交渉，共同研究も少なくない上に鮒，特に浜松医科大学に

関してはTLOを介した産学連携に積極的に取り組んでいるとの関係者の声が

聞かれることから師，必ずしも静岡大学や工学部の独壇場になっているわけで

はないことが窺える囲。

　断片的事実の積み重ねによってではあるが，以上から，地域産業支援策に与

える静大工学部や浜松工業会の影響力は決して小さいものではないことが理解

される。しかし，ここで指摘しておくべき重要な点は，各々の行為主体が自身

の利害関係のだ．めだけに事に当たっているわけではないことである。浜松ホト

ニクスの書房社長は，地域結集型共同研究事業の中核的殺害1」を担うことによっ

て，浜松地域の新たな産業として位置づけられるに至った光技術の進展に寄与

しようとしてい乱そして，財団法人浜松地域テクノポリス推進機構の柴田氏

は，浜松地域の実質的な地域支援体制の整備を行うことによって，浜松地域全

体のクラスター事業を方向付けている。さらに，静岡TLOやらまいかは，浜

松工業会が中核となって進めているものの，地域の一つの支援システムとして

機能するよう複数の大学・高等専門学校を含めた産学連携の場を提供しようと
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している。つまり，静大工学部や卒業生ネットワークは，彼らを中心として動

いてはいるものの，その目的は，域内産業が活用できるシステム，また地域を

発展させるための地域産業基盤を整備することにあると解釈することができる。

以上から，静大工学部や浜松工業会の活動を通した地域への波及効果に視点を

向けてみると，この視点から地域の社会的文脈を改めて問うことの意味がある

と半11断される。

6．社会的文脈の埋め込みプロセスの理解

　静岡大学工学部や浜松工業会の人間関係，地域企業との関係などをめぐるユ

ニークな定性的データは数多く得られる。以下では，その具体例を挙げ，地域

産業の特性を形作ってきた軌跡を示すご。とで，社会的文脈がいかにして埋め込

まれてきたのかの理解にっなげたい。

　まず，静大工学部の前身，浜松高等工業学校は，地元産業の二一ズを重視し

たことが挙げられる。つまり，地元企業や産業の二一ズによって，学科の増設・

廃止を柔軟に行ったのである。世界に先駆けて全電子式テレビの開発を成功さ

せた高柳健次郎氏が，NHKの研究所を兼任する際，急速，同行する助手を育

てるのが必要な場合があった。この状況には，工業技術員養成科と無線工学専

修科の1年コースを開講してそれに対応したことがあるdまた，地域企業が従

業員の実務に関して，理論的な知識の習得，それを短期間で育成して欲しいと

いう二一ズに対しては，勤務時間が終わってから参加できるよう，夜間の短大

コースを作って対応したこともあった。浜松工業会の名簿で確認しても，短期

大学を卒業した人々の勤務先に，スズキやヤマハ，浜松ホト三クスなどφ地元

企業の名前をあらゆるところに見出すことが出来る。当時教鞭をとっていた影

山静夫静大工学部名誉教授によると，「短大コース全生徒に占めるスズキやヤ

マハの技術者の割合は，ずば抜けて多かった」という印象を未だ持っていると

いう。これらが示すように，静岡大学工学部は，常に地元企業との関係を強く

意識し．ていたことが窺える。

　また，指導した学生の就職後も，指導教官との技術的指導は続いていたこと

を示す定性的データが確認されている（例えば，r佐鳴』第65号［1982年7

月］，第68号［1983年12月］，第82号［1991年1月］など）。テレビの量産
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化とテレビ技術の確立の功労者として知られている松下電器製作所の久野古男

氏（昭和10年率）は，製品開発に際して，技術的問題の壁に当たった際に大

学時代の恩師に何度も相談したり，必要な部品を譲ってもらったりしたことを

記している（『佐鳴』・第82号・砕43）。影山氏は筆者とのインタビューにおい

て，スズキの技術者が相談にきた経験を語った。同氏は技術的な問題点を指摘

し，どの部分を改良すればその問題が解決できるかアドバイスした。スズキの

技術者は指摘を受けた問題をどのように解決するのか実験等によって試行錯誤

して結果的に開発に成功したという逸話である。他の静大工学部教授によると，

影山氏のように，企業の技術者との接点を多く持ち，要望があれば上場へ行っ

てアドバイスすることで地元産業界への影響力を持つ大学教員は稀であるとの

見解を示している。しかし，高柳氏や影山氏を始め，大学と地元産業界を密接

につなぐ人物が存在していたことの意味は大きい。

　さらに，指導教官との関係だけではなく，「競争会社に同じ立場にあるもの

に同窓の人がいるときは，…　（中略）…互いに会社にマイナスにならない範

囲で色々忌悼なく問題を語ることができました」（『佐鳴』・第68号・p・2ユ）と・

国産テレビ第一号を製作したことで知られているシャープの笹尾三郎氏が述懐

していることからも，卒業生問の交友関係も無視できない。浜松ホトニクスの

創業者である堀内氏は，高柳氏と密な師弟関係を築いていたことで知られてい

るが，創業後も，静岡大学電子研究所との緻密な連携によって，同社の技術基

盤を確立してきたという経緯がある。さらに，浜松工業会を通じた人間関係の

構図はそこにはと．どまらなかった。後に浜松ホトニクス最高顧間となるM氏

（昭和3年率）の通産省勤務時代，彼が，当時は知名度が低い地方の一中小企

業に過ぎず，圧倒的に不利な立場であった浜松ホトニクス（当時，浜松テレビ）

の技術の高さや希少性，将来性をアピールし，研究機関との共同研究や研究助

成金獲得のために結果的に一役買ったという話は比較的良く知られている脚。

このような逸話はホンダの事例でも確認される。通産省（当時）に勤務してい

た竹島弘氏（昭和7年率）が中島飛行機に出向していた際，彼の口利きがきっ

かけとなって本田宗一郎氏の開発したピストンリング側を中島飛行機に納入す

るようになったこと（毛利，！992），また，後のホンダの発展に欠かせない人

物として語り継がれている副社長であった藤沢武夫氏（昭和1年率）との出会

いも，竹島氏が伸介したことがきっかけになっている（毛利，1992）。
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　以上のような，大学の教官と卒業生の関係や，卒業生問の関係を示すこれら

の逸話は枚挙に暇がない。これらから導き出される重要な示唆は，二点ある。

第一に，ある行為主体がいかに高度かっ対外的に評価される技術やその潜在能

力を持っていたとしても，それを活かす場や機会がなければ，「その後の世界

を驚かす」技術は生まれなかったといっても過言ではないことである。歴史の

経過という長い目から事例を振り返ってみると，静大工学部や浜松工業会のネッ

トワークは，卒業生が持っ技術や人，時には金をつなげるコーディネーション

の疫割を直接的・間接的に果たしてきたと解釈できる。しかし，だからといっ

て，これらのネットワークが，歴史的に静大工学部と地元企業との関係が継続

して維持され，また，浜松工業会全体に有機的に機能してきたという言明は誤

りである。それは定性的調査からも指摘されている。浜松工業会の運営を担っ

ている事務局や静大工学部の卒業生らが口を揃えるのは，1979年の国立大学

共通一次試験導入によって，実質的な国立大学の序列化がはじまったことがきっ

かけとなっているという。それまでの国立大学入試制度は，東京大学を始めと

した旧帝国大学が一期校として，それ以外の大学を二期校として位置づけ，二

回の入試を受ける一期校二期校制度であっが。同制度運用当時に入学した生

徒は旧帝国大学の受験に失敗した学生が挫折感を抱いて入学してくるという，

いわゆる「二期校コンプレックス」醐があり，社会に出てから活躍すべく，在

学中から真剣に勉学に取り組む意欲が強かったという認識が彼らに浸透してい

る。それが，共通一次試験の導入によって，国立大学における静夫の位置づけ

が低下し，それとともに学生の意欲も低下し，卒業後もネットワークの求心力

に欠けるようになったという共通認識も同時に彼らにはある。その際，彼らが

必ずといっていいほど，話題として挙げるのは，ホンダでCVCCエンジンの

開発に携わった久米是志氏（昭和28年率）や，セイコー・エプソン社長の草間

三郎氏（昭和38年率），クオーツ腕時計の開発を手がけた藤田欣司氏（昭和．35

年率）・坂本末吉氏（昭和35年率）・下平忠良氏（昭和37年率），ソニーでア

イボの開発に携わった大槻正氏（昭和47年率）らの話岨である。これらの点を

総合させて勘案すると，1979年入学以前の卒業生が中心となって，卒業生で

大学に残るスタッフや地元産業界とのつながりを維持し，この行為が地域の一

つ一つの資源を結びつける産業の土台となっている。そして，この土台は，卒

業生だけが独占的に活用しているという類の。ものでなく，地域で利用可能な公
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共財として機能している鮒と判断することができる。つまり，1979年以前の卒

業生らのネットワ・一クでの活動こそが，地域の社会的文脈を読み解く鍵となっ

」ていると解釈することができる。

　事例から導き出される二点目の示唆は，信頼や良質な情報は，Pow．u（1990）

やNohfiaandEcdes（1992），・BameyandH㎜sen（1994），Kogut（2000）など

が暗黙的に前提として展開しているような既存の資源ではない。それらは，共

通の目的認識の下での活動やフォーマル・インフォーマルのやり取りなどを通

して培われていくもめである上に，社会的な文脈と結び付けて考えるととによっ

てより説得力を持っ資源であると解釈される。この意味で，浜松地域で観察さ

れたネットワークと彼らが与える地域への影響は，稀有なメカニズムなのであ

る。高柳氏や影山氏が行っていた卒業生への技術的アドバス，静大工学部によ

る地域企業への二一ズヘの対処，卒業生間における人材の紹介や機会の提供な

ど，これら一っ一つの行為が実を結ぶことで，信頼や良質な情報が徐々に地域

内に蓄積され，同地域の社会的構造なってきた。この一連のプロセスこそ，浜

松地域を解釈する鍵となっているのである。

7．おわりに

　本論文では，浜松地域を事例に挙げ，人や技術といった地域に蓄積された資

源をつなぐ細かな言己述をも・とに，社会的文脈が地域に埋め込まれてきたプロセ

ス，また，同地域特有のメカニズムを読み解いてきた。このような地域の特異

なメカニズムは，それぞれの地域でまた異なった形で観察されると想定される。．

大学の技術移転等の議論などから地域と大学との関係が再認識され始めている

昨今，本研究の課題を検討。してみることは，卒業生も含めたネットワークとい

う視点から地域における大学の役割という点からも意義深いことではないだろ

うか。
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ω　社会的文脈とは，社会言語学や社会心理学においては，言葉や情報をそのまま文法やデータとし

　て理解するのではなく，．それらが利用される状況や背景，文化などを中心に解釈することをいう。

　本研究においても，このような人々の背景清報を組み込みながら地域を読み解いていくという意味

　で社会的文脈という単語を利用している。

12）G畑nov．ttet（1985）は，信頼が醸成されるのは，繰り返し行われる取引関係の経験や，緊密な関

　係であるとし，この繰り返しによって，信頼の度合いが高まるとしている。つまり，彼は，信頼の

　源泉は，経験や取引の繰り返しである事にのみしか言及していないのであ乱一方，U乞・i（1996）

　は，フィールド調査をもとに，取引関係者間の強い紐帯を作り出す4つの要素を機能的に導き出し，

　その一つに信頼が含まれてい乱彼のこの主張からでは，信頼がどのようにして醸成されてきたの

　かを検討することは難しい。これらの部分に検討を加えることが必要なのであ私

（3〕静大工学部の卒業生の同窓会組織はr浜松工業会」・という。

14〕テクノポリス法や，浜松地域で展開されている支援策，認定事業等に関しては，伊東他（1995）

　や田中（ユ996），伊東（ユ998），関（ユ999），鈴木（200ユ）などが詳しい。

15〕ここでいう「内発型」とは，テクノポリス政策の適応によって整備された開発地区に，地域外か

　ら新たな企業を誘致する（例えば熊本テクノポリス）よりもむしろ，地域に位置する企業を主体に

　構成していることをい㌔鈴木（2001）てば，・開発地区への進出企業に占める県内外企業数（本社

　所在地）を調査しているが，都田開発地域全体に占める浜松市に本社を置く企業が進出した割合は

　67．6％，熊本テクノポリスの拠点的開発地域であるテクノ・リサーチパーク全体に占める熊本県に

　本社を置く企業が進出した割合は29．4％，熊本中核工業団地に至ってはO％であるという（鈴木，

　2001；214－216）。

（6〕浜松市公式サイトht中＝〃ww．d呼h。血邊m乱t昌u．shizuok目。jp／。

（7〕しかし，『静岡県史』に見られるように，「浜松の下請工場の整備は（19）41年から始まり，大企

　業を中心とする企業集団制が採用され，工作機械メーカーは旋盤集団として（19）43年に組織され

　れ旋盤集団とは，一つの工場で旋盤部品を製造し，そのユニットを責任工場に集め、組立完成品

　として生産性をあげるというものであった。しかし，工員不足と技術レベルの低位性が災いして，

　それほど能率的ではなかったという」指摘も一部ではなされてい乱

18〕オートバイの製造に関しては，後にヤマハ発動機株式会社として分社化した。

19〕同資料は，柴田義文氏（三遠南信パイタライゼーション推進協議会会長　兼　財団法人浜松地域

　テクノポリス推進機構知的クラスター本部事業総括）による，第8回地域クラスターセミナー「静

　岡大学の地域産学連携活動」の発表資料である。地域クラスターセミナーは，独立行政法人経済産

　業研究所，文都科学省科学技術政策研究所および研究・技術計画学会が共同で主催してい乱なお，

　同資料は　ht印：〃ww．也e吐go．ip／u昌。f畠／du冒t。トヨe㎞n趾／pdf／O08＿彗」．戸dfからダウンロードすることが

　可能である。

oo〕浜松市には，静岡大学の工学部や電子工学研究所の他に，情報学部があ孔しかし，情報学部は

　1995年10月に誕生した（工学部や電子工学研究所と比べ）歴史の浅い学部であること，本研究が

　静夫が果たした光技術の発展の意義を中心に展開していこうとしていること，また，同学部は情報

　科学科と情報社会学科の2学科から構成されているが，前者が工学都情報系学科から発展している

　こ　と　（http：〃㎜．㎞f冨㎞2uokMc．jp／index．PhpP昌ite＿id＝＆P乱g巳＝％BE％FO％CA％P3％B3％D8％C9％F4％A4

　挑CB％A4％C4％A似A4％A4％C6）などの理由によって，以下では，実質的には工学部や電子工学研

　究所を中心に考えていくことにする。

111〕国立大学独立行政法人化に向けて産学連携の窓口を一本化させるための準備という事情が背景に

　ある。

旺劃主な活動としては，年1度の総会や，年に4～5回開催される研究発表会がある。



34 一一ｴ研究　第29巻4号

岨3〕順序は入会順に挙げている。静岡大学地域鶴働センター協力会会報第7号（200！年5月1日発

　行）による。

ω　このような静夫二〔学部卒業生によるプレッシャーを感じているのは，K氏だけではない。静大工

　学部の卒業生の組織「浜松工業会」の理事経験者で，ある静大工学部教授も卒業生からr大学側は

　何をやっているのだ」とのお吃りを受けることもあるという。

05〕r浜松工業会」は5年毎に卒業生名簿を発行しており，1995年度版のものを特別に譲っていただ

　いた。同名簿は，浜松高等工業学校，浜松工業専門学校の時代の卒業生から把握されており，あい

　うえお1順，企業名別等の検索も行えるよう工夫されている。同名簿は，本研究において，卒業生関

　係を通じた地元企業や支援機関を結び付ける重要な役割を果たしてくれている。ここに言己して「浜

　松工業会」事務局に感謝の念を示したい。

○旧〕名簿には，勤め先のみを記載し，．役職を示していない卒業生もいる。役職を確認できない卒業生

　は，数に含まれていない。しかし，役職の確認までにはいたらなかったものの，氏名や卒業年度等

　をもとに推測の範囲を含めると，実質的な卒業生に占める取締役以上の割合はより高いと想定され

　る。

○切　彼らのほとんどが部長以上の職にある。

⑱　この点が重要である理由と詳細に関しては，後述する。

l19〕K氏がこのように実感するのは，彼が諸大工学都出身ではないことが背景の一つとして挙げられ

　乱ここから，非常に重要な示唆が得られ乱それは，静大工学部卒業生とは全く異なる第三者が，

　静大工学部卒業生のネットワークを，現場において強固な結びつきの威力を発揮していると認識し

　ていることである。

幅①　この背景には，1930年開催予定だったオリンピックまでにテレビ放送を間に合わせようとした

　ことがある。

藺1〕この点に関する詳細は後で考察する。

個動静岡TLOやらまいか（略，STLO）は．静岡県下8つの大学や高等専門学校が参加する承認TLO

　である。その実施機関は，財団法人浜松科学技術研究振興であ孔同財団の基本財産1億円は．静

　大工学部卒業生組織である浜松工業会が捻出している。

㈱参加主体は，静岡大学，浜松医科大学，静岡県立大学，．静岡文化芸術大学，静岡理工科大学，静

　岡産業大学，東海大学，沼津工業高等専門学校である。

ω　1998年，r大学等における技術に関する研究成果の民闘事業者への移転の促進に関する法律」，

　いわゆるTLO法が制定され，法的に技術移転機関（TLO）の整備と産学連携の実務体制が整っれ

　各技術移転機関は，この法に基づく承認を受けることによって助成金の交付などの支援措置が受け

　られ，これを承認TLOと呼んでいる（したがって，承認を受けていなくても，技術移転事業を行

　うことは可能である）。

㈱　同活動報告については・h卵1〃・tep－h且mm且t3u．ip／邊b畠t畑・t／b15houkoku．pdfを参照のこと

㈱　STLOの活動の部分的な理解に留まってしまうが，参考のために，データを挙げておくと，交渉

　中のライセンス件数9．件のうち，3件が静人以外の大学であるという。

睨確浜松医科大学は，光技術を医学に応用することで，生命科学の最先端の研究に取り組むことを目

　的とした研究機関r浜松医科大学光量子医学研究センター」を設立させていることもあり，TLO

　に対する期待や要望は高いといわれている。

㈱　静人以外の参加主体が，静岡11しOやらまいかに参加することでどれほどの満足感を享受してい

　るかどうかに関しては，別途，慎重に調査する必要があるだろ㌔

㈱浜松ホトニクスがどのような研究助成金を受けていたかについては，武井（1994）が詳しい。

o⑪本田宗一郎氏がこのピストンリングの開発に際しても，静大工学部教授に技術相談していたこと

　も良く知られている。
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制〕一期校二期校制度に関しては，ht甲：〃ho冊冊。．hmH．。。。ipト皿。口。h50｛y。。002／komiy㎜乱htm1

　が詳しい。

鋤　二期校コンプレックスに関しては，

　http1〃ko㎞㎡・ndI・go．ip／SENTAKUノ彗W白㎞／080／0170／08003040170004〔．ht皿エや

　ht呼＝〃kokkカーnd．go．jp／SENTAKロノs〕㎎㎞／091／0386／09103050386002包hm1（いずれも。衆議院会議録

　情報）において議論されている。

㈱　彼らはいずれもNHKの番組「プロジェクトX」で取り上げられたことがある。

○坦例えば，上述した地域の支援システムが挙げられる。


